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登録リスト（該当：851件）
  ≪  1  2  3  4  5  6  7  8  9  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化]	３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化	上塩尻にある藤本蚕業歴史館の新しい情報空間のご紹介です。

★藤本蚕業歴史館ウォーク
https://d-commons.net/fujimoto-walk/

資料館はとても行きにくいし、行っても資料を見るのも大変です。このたびデジタル技術を使って、資料館まで行かなくても館内をバーチャルに歩き回り、資料にアクセスできるバーチャル空間にしました。本物の資料館がそこにあるかのように再現する技術を「デジタルツイン(デジタルな双子)」と呼んでいます。その試みです。長野大学前川ゼミの協力により藤本蚕業プロジェクトが制作しました。

皆さんもどうぞバーチャルな体験、資料へのアクセスをお楽しみください！	2024-02-27
	2	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	3	[image: イノベーティブラーニングの提案(2023課題発見ゼミII)]	イノベーティブラーニングの提案(2023課題発見ゼミII)	長野大学企業情報学部１年生の課題発見ゼミナールII(前川ゼミ、2023年度後期)では「イノベーティブ・ラーニング(Innovative Learning)の提案」を共通の課題発見テーマに、学生の目線から学校現場が抱える課題を摘出し、その解決策を導出することを目指しました。４班それぞれの学生が個別に課題探究を進め、班ごとにその課題発見成果をとりまとめ発表しました。	2024-02-16
	4	[image: 千曲川沿い道路の崖2008/06/03]	千曲川沿い道路の崖2008/06/03	2008/06/03の記録。

上田市下之条から坂城町へ続く県道は千曲川沿いの岩鼻の崖に沿って通っていました。この前後の区間は崖から崩落があり、この時には崖の崩落防止の工事がなされていました。その後、この道路は閉鎖となり、千曲川対岸の堤防道路が代替路として使われた後、岩鼻を貫通する国道18号線により代替されました。	2024-02-14
	5	[image: 千曲川橋梁]	千曲川橋梁	上田駅と城下駅の間にある千曲川橋梁です。２０１９年の台風１９号により千曲川が決壊し橋は崩落しましたが、２０２１年に復旧工事が完了し別所線は運行を再開しました。災害から復活したこの橋は上田のシンボルとなっています。上田の人々にたくさん愛されてきたのだなと感じました。	2024-02-13
	6	[image: 千曲川展望公園2008/05/06]	千曲川展望公園2008/05/06	2008/05/06の記録。
千曲市八幡の姨捨駅と麻績村の聖高原のほぼ中間の場所に「千曲川展望公園」があります。姨捨駅よりもさらに高い地点から千曲川流域の盆地を一望できます。この景観も素晴らしい。	2024-02-13
	7	[image: 中心部の湯川]	中心部の湯川	駅から温泉街までは殺風景であった湯川も、温泉街中心部では他の温泉にも引けを取らないような風光明媚な姿を見せる。
こういった雰囲気の遊歩道を駅から湯川沿いに整備すれば、旅の始まりから最後まで、旅行者の期待を損なわせないだろう。	2024-02-13
	8	[image: 千曲川で見られる水鳥‐2]	千曲川で見られる水鳥‐2	千曲川で観察できた水鳥です。

画像はサギです。サイズ的、時期的ににダイサギだと思われます。

一般的にシラサギと呼ばれるサギは「ダイサギ」「チュウサギ」「コサギ」とサイズによって種類が異なります。

ダイサギは日本では亜種が渡り鳥としてやってきますが、夏鳥としてやってくる種と冬鳥としてやってくる種がいるため、一年を通して観察することができます。

チュウサギは日本には夏鳥としてやってきます。水田に多く見られます。

コサギは留鳥で一年を通して観察することができます。2種よりも小型で、夏羽は頭部に飾り羽を持っています。

秋ごろに川の比較的浅めのところにサギが集まっていたのを見かけたことがあったので、千曲川はサギにとって良い餌場となっているのだと考えました。	2024-02-13
	9	[image: 上田市の歴史を活かした観光]	上田市の歴史を活かした観光	上田市の別所温泉・北向観音についてです
別所温泉は上田電鉄別所線の最端に位置しています。
別所温泉にある北向観音。境内には愛染カツラの木があります。その昔、川口松太郎氏が書いた小説の題名となり、その後映画になり大ヒットしました。それ以来縁結びで有名な木となり、別所温泉を訪れた人々が樹齢300年を超えたこの霊木に参拝などをして親しんでいます。この木は1939年より上田市指定天然記念物に認定されています。	2024-02-13
	10	[image: 自転車レーンの整備例について]	自転車レーンの整備例について	　山梨県甲府市の自転車レーンの整備例だ。歩道を白いタイルと赤いタイルに分け、車道に遠い方から順に白いタイルが歩道、赤い方が自転車レーンとなっている。バス停と干渉する場所には自転車レーンにも横断歩道が整備され、人と自転車が安全に区分けされている。今後、しかし、上田市街、特に上田駅前や他の国道、県道では自転車レーンはおろか歩道も満足にない道がある。上田で自転車をより使いやすいものにするには、こうした大規模な自転車レーンの整備による歩車分離を促進しなければならいのではないか。
　さらに、ポートの整備と自転車の配分も考えなければならないと思う。上田市内には、１０を超えるポートがあったが、そのうち半分以上が千曲川の北側の上田市街である。市街でも、ポートが上田駅や上田城址公園のまわりに	2024-02-13
	11	[image: 【上田市の銭湯】銭湯の分布から見る地域の考察]	【上田市の銭湯】銭湯の分布から見る地域の考察	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回はこれまでの調査のまとめとして、「銭湯の分布から見る地域の考察」を題として、上田市の銭湯の現状とともに記していきます。

◎上田市の銭湯の現状

下に上	2024-02-12
	12	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、上田市の銭湯を研究するための必読書、「史的ニ上田（15）上田の銭湯」という文献をご紹介します。
（画像は、文中にも登場する中央3丁目（松原町）の「竹の	2024-02-12
	13	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、そんな上田市の銭湯の分布を、2つの大正期の地図から探っていきましょう。
（画像は最盛期の銭湯をGISアプリで国土地理院の地理院地図にプロットしたもの）
	2024-02-12
	14	[image: 上田合戦の上田城]	上田合戦の上田城	上田城は二度の徳川軍の襲撃を耐え、撤退に追い込むことができた。徳川軍との戦いは上田合戦と呼ばれ、1585年と1600年に勃発した。
1585年の第一次上田合戦は真田と徳川の間で領地問題が発生したことで起きた。徳川軍7000に対し、真田軍は加勢込みで2000弱しかいなかったが、上田城の急な崖と千曲川の増水、狭い道におびき寄せて叩く様々な策略を用いたことで死者を抑え、撤退に追い込んだのである。
第二次上田合戦は関ヶ原の戦いの前であり、石田か徳川のどちらにつくかで石田についたことで起きた。返答と面会を遅らせた上に、あえて徳川軍をおびき寄せてから反撃する策によって、徳川軍に打撃を与え、関ヶ原への到着を遅らせたのである。
上田城のように大きな合戦に二度も勝利した事例は少ない。この勝利は知恵と地の利がもたらしたも	2024-02-12
	15	[image: 信州上田学2023／地域キュレーション成果：３学生からの報告]	信州上田学2023／地域キュレーション成果：３学生からの報告	「『信州上田学』学びの成果発表会2023」(2024/02/10開催、会場：長野大学リブロホール)で、長野大学の独自科目「信州上田学」の報告を行いました。


★長野大学講義「信州上田学2023」報告 12分
　報告者：前川道博(企業情報学部教授)、学生３名
　

当日発表した学生３名に「信州上田学」と各自が取り組んだ「地域キュレーション」に対する動機や感想などを語ってもらいました。

＜信州上田学2023ふり返り＞
★村上柚葉さん(社会福学部1年生)／別所を盛り上げるには 3分

★佐藤杏一さん(環境ツーリズム学部1年生)／藤井松平氏の遺構を上田の観光資源として活かす 6分

★古賀寛也さん(環境ツーリズム学部1年生)／上田が今後、持続可能な発展を遂げるためには
　～蚕糸王国だった	2024-02-12
	16	[image: 信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～]	信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～	2023年で36回目の歴史のある花火大会である信州上田花火大会。

数千発もの花火が打ち上げられ、千曲川河川敷には多くの市民が集まる。とても綺麗だった。地元の企業が数多く協賛しているらしく、上田地域全体を巻き込み、長年地域の人々に愛されてきたものだということがよく伝わってきた。

会場は上田城からも近く、周辺の観光資源を盛り上げることにも繋がっているのではないだろうか。	2024-02-12
	17	[image: マンホール：小川村]	マンホール：小川村	2008/03/16の記録。
長野県上水内郡小川村のマンホールです。絵柄は村営施設「星と緑のロマン館」です。汽車の絵柄は銀河鉄道のイメージでしょうか。


参考資料：上水内郡小川村のマンホール
http://usagigasi1f2.starfree.jp/nagano/ogawa/ogawa.html
　信州小川村・星と緑のロマン館　https://www.ogawaromankan.net/	2024-02-11
	18	[image: 豊上モンテリア]	豊上モンテリア	信州の自然酪農牧場で放牧された牛の低温殺菌の牛乳に独自の天然の素材を混ぜたベース、そして四季折々のこだわりの素材を使用した毎日製造、限定販売のジェラート屋さん。豊川モンテリアは第七回信州上田うまいもんスタンプラリーの参加店でもあり、地産地消を推進し上田のみならず信州全体を支える働きをしている飲食店である。	2024-02-11
	19	[image: 千曲川橋梁]	千曲川橋梁	千曲川橋梁は、上田電鉄別所線の鉄道橋である。かつて、上田盆地には、多くの地方鉄道が存在していた。多くあった鉄道路線の中で、「川西線」を現在の信濃鉄道に乗り入れるために、建設された。今も長く愛される上田電鉄別所線を支えている。	2024-02-11
	20	[image: 水の移動経路]	水の移動経路	　川やため池の水は、直接そこに雨が降ったものだけでなく、周囲の高地から流れ込んできたものも多い。高い山があれば、雪解け水も入ってくる。このため、降水量が少ない地域であっても、上流の降水量が多かったり、山脈に面していたりすれば、十分な水を確保できる。

　水底は田より低いため、水位が低いときは用水として使いにくい。洪水のリスクが高まるため、底を上げればよいというものでもない。水位が低い場合は、ポンプを使うようだ。
　しかし、近代的なポンプは、ため池が造られた江戸時代にはなかった。現在のため池を見ると、当時は底近くに水路を引いたり、水位が一定以上のときのみ水を水路に送っていたと考えられる。現在も、水位が高いときはポンプとは別に排水するようだ。	2024-02-11
	21	[image: ため池の自然における役割]	ため池の自然における役割	　天然の湖や池が少なく、川も浅い塩田地域では、ため池が水鳥のすみかとなっている。
　また、水草が多く茂っているため池もある。その中には水辺にすむ昆虫などが生息していると考えられる。草が多いため池は十分に管理されていない可能性があり、自然に還りつつあるとの見方もできる。

　水が少ない地域では、ため池は生き物にとっても貴重な水場である。しかし、ため池はあくまでも人工的な環境である。石やコンクリート、金属で作られた箇所が多く存在する。
　ため池を人が利用し続けるなら、人工的な部分を残してもよいだろう。しかし、野生生物のためだけに保存するのであれば、パイプなどの人工物は撤去するべきだと考える。ため池を使い続けるのかどうか、はっきりと決める必要がある。	2024-02-10
	22	[image: 講義「信州上田学Ą」報告2024/02/10]	講義「信州上田学Ą」報告2024/02/10	「『信州上田学』学びの成果発表会2023」(2024/02/10開催、会場：長野大学リブロホール)で、長野大学の独自科目「信州上田学」の報告を行いました。


★長野大学講義「信州上田学2023」報告 12分
　報告者：前川道博(企業情報学部教授)、学生３名
　

当日発表した学生３名に「信州上田学」と各自が取り組んだ「地域キュレーション」に対する動機や感想などを語ってもらいました。

＜信州上田学2023ふり返り＞
★村上柚葉さん(社会福学部1年生)／別所を盛り上げるには 3分

★佐藤杏一さん(環境ツーリズム学部1年生)／藤井松平氏の遺構を上田の観光資源として活かす 6分

★古賀寛也さん(環境ツーリズム学部1年生)／上田が今後、持続可能な発展を遂げるためには
　～蚕糸王国だった	2024-02-10
	23	[image: 2023後期前川ゼミ最終発表]	2023後期前川ゼミ最終発表	端山アーカイブ～人物のアーカイブ化～	2024-02-09
	24	[image: 前川ゼミWEBサイト制作]	前川ゼミWEBサイト制作	本年度私が行ってきた前川ゼミWEBサイト制作のまとめです。	2024-02-09
	25	[image: 6代松平忠優（忠固）はどんな人物か]	6代松平忠優（忠固）はどんな人物か	下の画像：ミッチーの画像を引用
　
　上田市中央にある願行寺の松平氏の墓所を訪れた。写真に見えるのは、四角い石碑を外して、右手側から、上田藩6代藩主の松平忠優（ただます）またの名を忠固（ただかた）、4代藩主の松平忠済、そして忠済の嫡男で20歳くらいで若くして亡くなった忠英（ただつね）の墓である。この記事では、松平忠固の功績を取り上げたい。
　忠固を一言で表すとすれば、幕府の体制を、開国つまり外国と貿易を始めるよう向かわせた人物である（オランダ、中国、朝鮮は入らない）。なぜか。忠固は二度、幕府の中枢つまり幕閣で老中という役職を務めている。そして、忠固の一度目の就任期間時には、幕府は日米和親条約を締結し、二度目の就任期間時には、幕府は日米修好通商条約を締結している。忠固は開国派の立場を	2024-02-08
	26	[image: 前川ゼミ2023年プロジェクト研究年間計画書]	前川ゼミ2023年プロジェクト研究年間計画書	前川ゼミ2023年プロジェクト研究年間計画書を投稿しました。2023年度に行う予定を考え、計画を立案しました。	2023-05-08
	27	[image: 長野県上田市にある愛染カツラ]	長野県上田市にある愛染カツラ	愛染カツラは、826年に、山中から火の手が上がり、円仁が祈ったところ千手観音が現れ、地面から温泉が湧出し、千手観音は北向山のカツラの大木に留まったため、円仁がその姿を写して祀ったのが北向観音の発祥とされている。また、ハートの形の葉が珍しく、川口松太郎原作の映画「愛染カツラ」のモデルとなり、今でも縁結びの霊木として老若男女に親しまれている。
実際に訪れてみて看板があるものの発見しづらいので日本遺産という目印を付けた方がより観光客に見てもらえるかなと感じた。しかし、木の周りも綺麗に保たれていて見やすかった。また、看板に説明はあるが日本語でしか書かれていなかったので英語なども書かれているとよりよくなりかなと感じた。	2024-02-06
	28	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	29	[image: 上田の街つくり３]	上田の街つくり３	これは上田城付近の地図である。松本城とは決定的な違いがあり、道がうねっているのが確認できる。何回か千曲川の氾濫が起こったことによって昔から残る街道の姿がそのまま現存している、というわけではなさそうではある。	2024-02-05
	30	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2023成果報告

▼前川ゼミ2023成果報告 60分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
〔地域デジタルアーカイブ〕
【1】竹中丈二(4年)　地域史料のデジタルアーカイブとその活用
【2】久保山遥(4年)　デジタルアーカイブ化と社員日誌
【3】石平飛揚(3年)　紙資料のデジタルアーカイブ化
〔地域づくり支援〕
【4】福田晴紀(4年)　メディアの活用と地域づくり
【5】春原百々羽(3年)　地元上塩尻の文化の	2024-02-05
	31	[image: 別所線赤い橋]	別所線赤い橋	上田電鉄別所線のシンボルともいえる赤い橋（千曲川橋梁。1924年に架橋された。
2019年の台風19号により崩落したが、市民の協力により復活した。
上田市民の市民力や別所線が地域に愛されていることを感じた。	2024-02-02
	32	[image: 相染橋から見た湯川]	相染橋から見た湯川	相染橋から上田市街地方向に見た湯川。
温泉街の玄関口である駅から温泉街まで流れている川にしては殺風景すぎる。
ここに駅から温泉街までの遊歩道を整備してみてはどうだろうか。	2024-02-01
	33	[image: 北向観音前・温泉街]	北向観音前・温泉街	川を中心とした、温泉街らしい風情のある光景。
道中もこうなれば魅力的だろう。
駅の近くからこの付近まで湯川という川が流れているので、湯川沿いにこういった風情のある遊歩道を整備すれば、駅から温泉街までが退屈であるという課題の解決につながるだろう。	2024-02-01
	34	[image: 千曲川で見られる水鳥]	千曲川で見られる水鳥	千曲川で観察できた水鳥です。

冬になってから水鳥がよく見られるようになりました。

画像上の真ん中に見える鳥は、種類までは判断することができませんでしたが、羽を広げた姿がカワウとみられるようなシルエットでした。

他にも画像手前と奥にカモ類が泳いでいるのが確認できました。中には幼個体とみられる小型の個体も泳いでいました。

冬に個体数が増加したように感じたのは冬鳥が越冬するためにやって来たことが関係していそうだと感じました。	2024-02-01
	35	[image: 男池、女池]	男池、女池	上田にある殆どのため池が戦国時代から江戸時代に作られた物である。男池、女池は江戸時代の仙石氏が上田を治めているときに作られた。次に男池の貯水量は約五万㎥で、満水面積は約二万六百㎡。一方で女池の貯水量は約一万八千㎥で、満水面積は約八千八百㎡。男池と女池を比較してみると、男池の方が貯水できる水の量が多い。現在は農業用水として使用されており、隣の産川から池に貯水されている。	2024-01-31
	36	[image: 白山比咩神社]	白山比咩神社	　白山比咩神社は、天平3年に上田地方において疫病が流行した際、加賀の国（石川）の白山より分産したとされる。弘安元年に現在の位置に再建され、眞田昌幸・信之などの戦国武将からの寄付状など、歴史を物語る資料が多く残されている。幕末から明治初期に信濃の地で活躍した宮大工の彫り物なども多数存在し、先人たちが地域の文化財として脈々と守り受け継がれてきたことが理解できる。
　白山比咩神社は毎年初詣に行く神社であり、私の住んでいる地元住民に親しまれている神社である。初詣に行くだけで、石碑などの存在を認識していなかった。歴史についても調べる機会はなかったので、親しみある神社について知ることができ良かった。	2024-01-30
	37	[image: 松平氏とゆかりのある上田のスポット]	松平氏とゆかりのある上田のスポット	　上田を治めた松平氏にゆかりのあるスポットを載せたマップを作製した。今まで紹介してきた記事に加え、4つのスポットをマップに加えた。
　信濃国分寺の三重塔修復で紹介した松平忠周であるが、彼は正徳2年（1712）5月に山家神社の社殿を、正徳4年（1714）8月には紺屋町八幡神社の社殿も修復している（ただ、どちらの修復も三重塔修復より前の時代になる）。上田に引っ越してきて間もない忠周は、古くから上田住民の心の拠り所となってきた上記の神社仏閣を修復することで、上田領民の信用・信頼を得ようとしたのではないか、と私は考える。加えて、これから先、領内で天災や大きな事件が起こらないように、と土着の神仏に願かけをする気持ちもあったと思う。
　山家神社であるが、額縁の『山家神社』という字は、上田最後の藩主で、知	2024-01-30
	38	[image: 上田わっしょい]	上田わっしょい	上田わっしょいとはオリジナルの音楽に合わせて、上田わっしょいの掛け声のもと踊って、楽しむお祭りです。
1972年から地域の連帯を図りたいという思いから始まりました。今では長年続く市民総参加のイベントとなっています。
また、祭りにふさわしい曲が必要だとされ、「山があるから川がある」という歌い出しから始まる、市民なら一度は聞いたことの楽曲が誕生しました。	2024-01-30
	39	[image: 地域史料のデジタルアーカイブとその活用]	地域史料のデジタルアーカイブとその活用	前川ゼミでの集大成の発表を行いました。具体的には、4年次に行った書籍の3D撮影、史料の面白さを伝える動画の様子を中心にまとめています。これまでのデジタルアーカイブの様に単に史料と解説文を載せるだけでなくこの史料の何が重要で面白いかを伝えることや、紙面だけでなく物体としての史料を立体的に見せる必要性について述べています。	2024-01-29
	40	[image: 3年間の総復習]	3年間の総復習	前川ゼミの最後の振り返りを行いました。
書いていると、本当に色んな方にお世話になって学びが成立していたと感じました。

まだ、スタートに過ぎない私の教育。
これからもたくさんの方と共に学びを深めていきたいと思います。	2024-01-29
	41	[image: 下之郷]	下之郷	上田市の塩田地区に属する。
産川支流の尾根川が形成する扇状地の扇端部にあたる。生島足島神社横の十字路を中心に形成された塊村で、格子状の道路網を骨格として形成された交通の要地である。
天文22年（1553年）武田信玄が生島足島神社に下した安堵状に「下之郷上下社」とあるもので、上本郷（現・本郷）に相対する地名と考えられている。
駅から徒歩ですぐのところに生島足島神社があるため、観光に訪れる際には別所線がとても便利だと感じた。駅の待合室の外観も神社に似た赤と白が基調となっていて、駅に着いた時点から神社の雰囲気を人々に感じさせるという工夫がなされているのではないかと考えた。	2024-01-29
	42	[image: 神畑]	神畑	1921年（大正10年）6月17日に上田温泉電軌により、川西線の駅として開業した。
地名の由来は下之郷生島足島神社近く、同社の神服部が神畑と訛ったものといわれる。
開業時から無人駅である。
民家やアパートなどが立ち並ぶところに位置している。当駅は周辺に住む多くの学生が利用している印象がある。学生たちにとってはとても利便性の高い駅なのではないかと感じた。	2024-01-29
	43	[image: 上田原]	上田原	東西に国道143号、上田電鉄別所線、北東から南西に県道上田丸子線が通じる。東部の倉升山麓に発達する扇状地と、産川、千曲川が形成する河川段丘の上に立地する地形で、地名の由来となっている。
中世は小県郡小泉荘の一部をなし、下之条に跨る一帯は天文17年（1548年）に起きた上田原の戦いの古戦場跡である。
当駅は別所線内で全15駅のうち、上田駅に次ぐ2位の平均乗車人員。一日の利用者数が多いために、当駅には待合室のほかに、下車の際に整理券と料金を渡す手間を省くことのできる、券売機もあるのではないかと考えた。	2024-01-29
	44	[image: ザザムシ、信州昆虫食調査を通して]	ザザムシ、信州昆虫食調査を通して	さて、信州の昆虫食レポートの最後を飾る食材はこちら。「ザザムシ」。私は長野県に来るまでこの食材を知らなかった。ザザムシとは伊那市にのみ残る伝統的な昆虫食だそうで、以前は長野県全体で食べられていたものの、残念ながら上田氏にはザザムシ漁の文化は残っていないらしい。今回ばかりは伊那市のレポートになってしまうのだが、それでも調査によって発見したことや気づきがあったので共有したい。改めてザザムシとはトビケラ、カワゲラ、ヘビトンボなど、川虫のうち食用にする幼虫の総称である。天竜川で最も「ざざむし漁」が盛んで、天竜川漁業組合が許可した漁師でないと漁を行うことができない、れっきとした産業である。山国である長野県では動物性タンパク質の確保が難しかったが、伊那市では川魚屋がザザムシを採集し、加	2024-01-29
	45	[image: 上田城]	上田城	上田城跡公園は、上田駅から徒歩12分で行くことができる。

上田城は1583年に真田昌幸によって築かれた平城で、上田盆地の中央に位置している。
堀と土塁で囲まれ、出入口に石垣が使われている簡素な城であるが、第一次、第二次上田合戦で徳川の大軍を撃退し、天下にその名が知られる有名な城となった。

春は桜が咲いており、とても綺麗で上田城の見どころのひとつである。
四季によってさまざまな上田城の姿を見ることができる。

上田城　桜	2024-01-28
	46	[image: 上田城]	上田城	真田真田昌幸によって築城された上田城は、徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城である。
上田城は自然が多い場所で、夏は避暑地となっていた。
また頂上から見る景色は、上田を見渡すことが出来絶景スポットとなっている。
春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、多くの人々が訪れ賑わいを見せる。
2009年に公開された映画「サマーウォーズ」では、ヒロインの実家、陣内家お屋敷の門として登場することで話題となった。多くのファンが訪れるスポットである。	2024-01-25
	47	[image: 上田城内]	上田城内	上田城は、真田昌幸が真田氏当主であった1583年
に築城が開始された平城である。1585年の第一次上田合戦では攻め寄せた徳川軍を撃退し、その後、関ヶ原の戦いの第二次上田合戦でも東軍別動隊の徳川秀忠軍を退けた。のちに天下統一を成し遂げた徳川軍を二度も退けたことにより、「落ちない城」として現代でも語り継がれており、受験シーズンには合格祈願をする受験生で賑わうことが多い。	2024-01-25
	48	[image: 長野の観光地の持続性　牛臥川]	長野の観光地の持続性　牛臥川	牛臥川は古来よりたくさんの洪水が起きているところで、様々な対策が行われている場所である。その対策である砂防工事の完成形がとてもきれいで、それは階段工と呼ばれるものである。階段工は名前の通り階段のように連なっている水路でそこに水が流れる様子は実際にみてもとてもきれいだった。そして、その石積技術や景観をもとに、国指定の重要文化財となった。しかし見に行ってみたら、季節的な問題もあるかもしれないが人は全然いなかったためやはり盛り上げていきたいと考えた。	2024-01-25
	49	[image: 上田城の地形]	上田城の地形	上田城は難攻不落の城といわれた防御力に長けた城だった。南端は千曲川の分流である尼ヶ淵に面しており、上田泥流層が浸食されて作られた崖になっている。実際に見てみると10mほどの崖になっていた。江戸時代は分流が流れていたためより防御力があったと考える。自然地形を巧みに利用した防御機能は、上田城が難攻不落といわれる大きな要因ではないだろうか。	2024-01-25
	50	[image: 石久摩神社]	石久摩神社	石久摩神社は隣の川辺小学校とつながりが深く、北鳥居の下に埋められたタイムカプセルの中に児童作文があります。
また、東鳥居付近にある上田原自治会館では5年に1度「上田原古戦場祭り」が行われます。	2024-01-25
	51	[image: 上田紬]	上田紬	長野県の上田市、飯田市、松本市、岡山市、駒ケ根市周辺などで生産されている絹織物の総称を「信州紬」という。
信州紬の種類として上田紬、飯田紬、伊那紬、松本紬の四種類ある。上田市の上田紬とは江戸時代に信州紬の中で最も有名だった紬の着物である。昔は愛染系の縞柄が基調の着物だったため、「上田縞」とも呼ばれていた。特徴として縞と格子柄で丈夫でしなやかな風合いである。
この上田紬の織りを体験できる場所として「織りの休日俱楽部」がある。そこではストールが作れる。一ヵ月に一回と開催日が少なく、参加費も一万二千円と高めではある。
このような体験は上田市に限らず、他の地域でも行われていることが分かった。
上田紬についてもう少し詳しく調べてみた。
生糸に適さない屑繭を真綿にし、 真綿からつむいだ紬糸	2024-01-23
	52	[image: 上田市千本桜まつり]	上田市千本桜まつり	第20回（2023年）の桜まつりの画像です。
上田城は天正11年（1583）真田昌幸によって築城され、天正13年（1585）第一次上田合戦・慶長5年（1600）第二次上田合戦の二度にわたり徳川の大軍を退けたことで知られています。廃城後は公園となり、現在に至っています。春には約1000本の桜が咲き誇る桜の名所です。
城として使われなくなっても、現在まで、市民の憩いの場として残っていることがすごいと感じました。	2024-01-23
	53	[image: 上田街歩き]	上田街歩き	上田街歩き

上田市を歩きました。

上田高校前には堀があり、川に亀がいました。

柳町は趣があり、素敵な場所でした。柳町のルヴァンというパン屋さんでパンを買い食べました。

また、海野町で有名なじまんやきを食べました。


4月	2024-01-22
	54	[image: 引越し直後の前川研究室2005/04/05]	引越し直後の前川研究室2005/04/05	2005/04/05の記録。
長野大学に赴任して間もない時の研究室の風景です。書架に本を並べ始めました。引越しの段ボール箱の多くが未開封のままです。	2024-01-21
	55	[image: 紺屋町 八幡神社]	紺屋町 八幡神社	　上田市中央西にある神社。境内には小さな公園もある。
　市指定の文化財に指定さている「紺野町八幡社絵馬」が奉納されていた。現在は上田市立博物館に展示されている。
1688（貞享8）年、徳川綱吉が世を収めていたこの時代に当時の上田藩主、仙石政明らによって奉納された大絵馬である。高さは102㎝、幅160ｃｍの大きさを誇り、黒と白の大鷹が描かれている。長谷川派の作者によるもの。
この神社は上田城から見て鬼門の方向にあるため、当時から上田城主に手厚く保護されていたようだ。

近くにはスーパーやホームセンター、喫茶店があるため買い物やお茶ついでにいらしてほしい。	2024-01-20
	56	[image: 崖沿い・千曲川沿い道路の記録2007]	崖沿い・千曲川沿い道路の記録2007	2007/10/25の記録。
上田市・千曲川右岸の岩鼻から坂城町に抜ける県道77号線は、絶壁のような崖沿いに展開していました。一部、崖の崩落などもあり、2007年頃はその修復工事が行われていました。

現在この区間は通行禁止となり、国道18号線がバイパスされて岩鼻の岩盤を貫通するトンネルを抜けて坂城町側につながる安全なルートに代替されました。	2024-01-16
	57	[image: 上田城跡]	上田城跡	真田昌幸によって築かれた上田城。
この城は真田氏が「関ヶ原の戦い」を含む、二度にわたって、徳川の大軍を追い払った実践経験のある城として有名である。
廃城となったが、現在でも本丸と二の丸には土塁、石垣、堀跡がある。
また、本丸の三基の櫓は昔の姿をとどめており、観覧が可能である（有料）。

堀跡の周りを一周できるように道が整備されており、観光しやすい文化財である。
敷地内や周辺には”真田神社”や”市立博物館”、”児童遊園地”などがあるので
歴史の理解を深めたい方や家族連れなど幅広い方々に楽しんでいただけると考える。

上田市では最も有名な文化財であり、観光スポットであるので
まだ訪れたことのない方には是非歴史の一部を体感しに出かけてもらいたい。	2023-12-26
	58	[image: 2023後期中間前川ゼミ活動まとめ]	2023後期中間前川ゼミ活動まとめ	2023年の活動をまとめました。来年は時間をとれると思うので有意義な活動にしたいです。	2023-12-25
	59	[image: 美ヶ原・遠景]	美ヶ原・遠景	千曲川近くから美ヶ原を遠望しています。

深田久弥が日本百名山の一つに挙げた美ヶ原。他の名山と異なり、山頂が尖った山容をしていません。非常に緩やかにわずかに丘になっているように見えるところが山頂です。テレビ塔が何本も立っていることもシンボリックです。山頂にテレビ塔、こんなユニークな山はどこにもありません。山頂のとんがりがない代わりに、これ以上ない山頂の目印となっています。	2023-12-24
	60	[image: 建設中のサントミューゼ2013/11/22]	建設中のサントミューゼ2013/11/22	上田市の複合的文化施設「サントミューゼ」が開館したのは2014/10/02です。2013年11月はまだ建設途上でした。

千曲川河川敷の桑畑であったこの区画に鐘紡上田工場が建設され、1937年に操業を始めました。当時の様子の映像がネット公開されています。

（上田市マルチメディア情報センターの動画）

戦後は日本専売公社（後に日本たばこ）の工場となり、その跡地の再開発が進められてきました。	2023-12-23
	61	[image: 超誓寺]	超誓寺	　超誓寺は上田市神畑にある浄土宗系の寺院。京都府にある御末寺を総本山としている。御本尊は阿弥陀如来三尊像。
　この寺の由来は、大永年間（1520年代）に足利将軍に仕えていた浦和式部大輔が神畑の山中にあった庵に篭り出家し、超誓道俊と名乗ったことから始まる。深く村人に慕われていた道俊であったが、亡くなると庵、尊像共に参拝する人も減り次第に荒れ果ていった。これを悲しんだ村人は永禄11（1568）年の神畑のこの地に、超誓寺を建立した。ちなみに、この年は織田信長が足利義昭を擁して上洛した年でもある。
　境内には宗派を超えてお薬師様と親しまれた薬師如来像が安置されているお堂や武田信玄が川中島合戦に祈願したといわれているお堂もある。
　寺下駅からも近く参拝は比較的容易。4月頃の夜になると桜の木がライトア	2023-12-21
	62	[image: 前川ゼミ　デジタルアーカイブ化と社員日誌について]	前川ゼミ　デジタルアーカイブ化と社員日誌について		2023-12-15
	63	[image: 4年間の大学生活で学んだこと。]	4年間の大学生活で学んだこと。	大学生活最後の後期課程の前川ゼミの振り返りで、9月以降自分が考えたり、見たり、思ったりしたことを書いた。

大学院試のために、時間を割いてきたが、院試のために頑張っていたことが、自分の振り返りになっているとも感じれた。

卒業を前にして、いろいろ自分らしく動いてみたが、まだ「私の考え」で止まってしまっているところが多くあるため、さらに一歩進んで、エビデンスをしっかりとつけて学びの幅が広がるようにしたいと思う。	2023-12-15
	64	[image: 2023前川ゼミ後期中間発表 地域の魅力の伝え方について j22015内田真太朗]	2023前川ゼミ後期中間発表 地域の魅力の伝え方について j22015内田真太朗		2023-12-11
	65	[image: 前川ゼミWEBサイト制作　途中経過報告]	前川ゼミWEBサイト制作　途中経過報告	先日ゼミのWEBサイト制作の途中経過を報告しました。
その時の発表資料です。
制作中のWEBサイトのURL→[https://mmdb.net/maekawa-zemi/]	2023-12-06
	66	[image: 端山プロジェクト楽譜のデジタル化]	端山プロジェクト楽譜のデジタル化	2023前川ゼミ後期中間発表から	2023-12-04
	67	[image: 2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)]	2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)	10/9
先週は日曜日に上田市で開催されたキモノマルシェに参加し、藤本蚕業の史料の魅力についてスライドショーで常時公開しました。中にはスライドショーに興味を持って見たいという人もおり、非常に驚くと共に史料の貴重さについて改めて認識しました。金曜日は藤本蚕業の段ボール史料の整理棚の組み立てを一日中行い、史料展示の再整理について考えました。今後は藤本蚕業史料の解説サイト、及び小諸の史料サイトの開設に向けて動く予定です。

10/23
先週は藤本蚕業歴史館で史料紹介の配信についてテストしました。その中で、史料を紹介するには1人で解説をしながらでは面白さが伝わらず、関心の高い方を介した対話形式で史料について語り合う事で面白さを引き出せることが分かりました。今週は水曜日にKAN-PRO中村さんと話し合いがあり	2023-12-04
	68	[image: スーパーNANA'Sが東御に]	スーパーNANA'Sが東御に	スーパーマーケットNANA'S(ナナーズ)を知ったのは川上村を訪れた時です。高原野菜の生産地で知られる川上村の生活を支える地元スーパーです。そのNANA'Sが2023年3月、東御市にも進出したことはニュースで知りましたが、その東御店に昨日12/3、初めて訪れました。

いくつものスーパーがしのぎを削っています。長野県では、ツルヤ、デリシア、綿半、やおふく、その他他県からも展開する西友、イトーヨーカドー、バロー、ベイシア、原信など。その激戦地に食い入る力強さを感じます。お客さんも数多いことにも感心をしました。	2023-12-04
	69	[image: 別所温泉にのこる伝承③　～大師湯～]	別所温泉にのこる伝承③　～大師湯～	これまで上げてきた、石湯、大湯、とこの大師湯の三つが別所温泉の内湯である。大師湯は慈覚大師円仁が入浴し、病を治療した、という伝承からこの名前が呼ばれている。大師湯は、特に目に関係する病に効くと昔から多くの人々に知られた温泉であった。また、大師湯には、別所内にある、安楽寺の開山樵谷、二代幼牛らの木造が夜な夜な入浴に来たり、大入道が目を洗っていた、など、石湯、大湯とは雰囲気の違った伝承が残されている。
　	2023-11-30
	70	[image: 男池]	男池	　日本遺産の「塩田平のため池群」の一つである。上田市の池は戦国時代から昭和時代までの間に数多く作られてきた。その背景には、上田地域が全国でも有数の寡雨地域であることがある。一方、雨が少ないため晴天の日が多く、気温も低すぎることは無かった。したがって、肥沃な土地で農業用水を確保さえすれば、水田農業に適した土地であった。農民たちはため池を造成し、男池も農業用水確保のために作られた。男池は、江戸時代に仙石氏が統治していた時に作られたため池であるとされている。江戸時代では、ため池の存在は重要であったため上田藩をあげて作られた。現在の男池は、農業用水として使われ、産川からため池に水を貯水している。男池の貯水量は約50000㎥で、満水面積は約20600㎡、堤高は8ｍである。
　男池が作られた背景を知る	2023-11-30
	71	[image: 別所温泉にのこる伝承②　～大湯～]	別所温泉にのこる伝承②　～大湯～	大湯も、別所温泉に存在する内湯の一つである。この温泉は、湯量が多いため、大湯と名付けられた。そしてこの温泉にも数多くの伝承が残されている。昔、猟師に矢を射られたキジがこの温泉で傷をいやした、という伝承から、きじ湯とも呼ばれていた。また、平安時代の武将である木曽義仲とその愛妾である葵の前が戦いの傷をいやすため、大湯を利用し、「葵の湯」とも呼ばれていた。
　このように様々な別名を持つ大湯は、現在も公衆浴場として営業中なため、一度訪れることをお勧めする。	2023-11-30
	72	[image: 別所温泉にのこる伝承①　～石湯～]	別所温泉にのこる伝承①　～石湯～	石湯は、別所温泉の内湯の一つである。天然の岩石で作られた浴槽を利用するため、石湯と呼ばれている。この石湯には、様々な民話が残されている。
　昔、ある季節になると、別所では蛇が作ったとされる道が現れるのであった。ある時、村の若者がこの道を作るものの正体を確かめようとした際、道の終わりに大蛇の抜け殻を発見した。その抜け殻の先に湧き出る温泉を発見したことが石湯の起こりである、と伝えられている。
他にも、岩場から落下した牛が足をこの温泉で癒した伝承から、うし湯とも呼ばれていたなど、様々な伝承が残される温泉である。	2023-11-30
	73	[image: 上田城の歴史]	上田城の歴史	上田城は1583年、真田昌幸によって築かれた。徳川軍による二度の襲撃を、その半数以下で撃退した実績を持ち、その防御力は伊達ではない。
明治以降は払下げられるも、神社、城址として保存しようとする動きが高まり、現在の公園に至る。	2023-11-30
	74	[image: 舌喰池の伝承]	舌喰池の伝承	舌喰池は、大池とも呼ばれる塩田平のため池の中の一つである。他の池と比べても名前が一段と奇妙な理由には理由がある。昔、池の水がなかなかたまらないという時があった。その際に、人柱として村の娘が一人選ばれてしまった。その娘は、人柱に選ばれたということを聞いて、悲しみ、舌を食い切って池に身を投げてしまった。この悲しい伝承から、舌喰池と呼ばれるようになったといわれている。
　しかし、昭和５０年には、池の北側の田から、墓石が４基出土するなど、あながち伝承と言い切ることが出来ないことも、この人柱伝説の怖さなどを伝えているように感じる。	2023-11-30
	75	[image: 泥宮と上窪池]	泥宮と上窪池	泥宮は、古くから稲作に使われた泥を神聖視し、上窪池の泥を御神体としている。よって、その目の前にある上窪池と二つで一つのものだといえる。また、生島足島神社とも、江戸時代から関係があり、生島足島神社の旧跡地であったという伝承もある。
　
神社自体はそこまで大きくはなく、簡素なものであったが、自分が行った時間が夕方だったからか、非常に荘厳な雰囲気があった。昼間の時間に行くことも良いが、夕方の雰囲気もぜひ味わってみてほしい。	2023-11-30
	76	[image: 信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影]	信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影	　信濃国分寺本堂には、上田松平氏の「五三の桐」が描かれた垂れ幕と提灯が掛けられている。上田市立博物館が発行した『松平氏史料展』によると、松平忠周（ただちか）はそれまで損傷していた信濃国分寺の三重塔を、享保11年（1726）3月8日に修復したと書いてある。修復された当時の状態のまま今日まで残されているかどうかはわからない。だが、忠周が三重塔を今見えている形状に正したのは確かだろう。なお、忠周だけでなく、仙石氏や、その後の松平藩主も国分寺を保護・援助している。
　私は実際に塔を見てみて、三重の屋根は青銅で葺かれているのではないかと思った。その青緑色と塔の木材部分の茶色の組み合わせは綺麗だった。また、塔のすぐそばには池がある。池側から三重塔を見ると、池の大きさはかなり違うけれど、京都府木津川	2023-11-30
	77	[image: 「茅」ってなんだろう]	「茅」ってなんだろう	　ススキや葦（ヨシ＝アシ）、チガヤ、カリヤスなどのイネ科の植物を総称したものを茅と言うそうです。この茅は「茅場」と呼ばれる草原で、春に火を入れて野焼きをし、秋には刈り取りをする、そうした場所で育った茅を使って昔から茅葺き屋根を作っていたそう。東京都の茅場町や神奈川県の茅ヶ崎という地名は茅の名産地から付けられた地名だそう。長持ちするし、夏はエアコンいらずのエコな昔からの文化。私たちの時代に終わらせてしまうのはもったいない。	2023-11-27
	78	[image: DA学会地域アーカイブ企画セッション2023/11/11]	DA学会地域アーカイブ企画セッション2023/11/11	デジタルアーカイブ学会第８回研究大会２日目の11/11(土)、地域アーカイブ企画セッションが開催されました。50名を超える参加者があり、充実した情報交換がなされました。

【セッションタイトル】 
「地域のアーカイブの構築と活用、人材育成〜地域のアーカイブが、デジタルアーカイブを進めるにあたって〜」
【セッションのねらい】
本セッションにおいては北陸各地域のデジタルアーカイブの取り組みを実践者から直に報告いただき、地域アーカイブの困難、課題は何か、どうすると利用されるものになるか、地域アーカイブを育てていくには何をすることが解決策になるかを考える。

■開催日時　11月11日(土)10:00～12:00
■開催場所　金沢未来のまち創造館多目的室2
■運営責任者　宮本聖二  立教大学大学院
■登壇者(敬称略)
司会進行：宮	2023-11-14
	79	[image: DA学会発表「地域デジタルコモンズで拓く知識循環型メディア環境」(2023)]	DA学会発表「地域デジタルコモンズで拓く知識循環型メディア環境」(2023)	▲研究発表資料(PDF)

デジタルアーカイブ学会第８回研究大会／一般研究発表
2023/11/10 発表会場：石川県立図書館
前川道博／[B11] 地域デジタルコモンズで拓く知識循環型メディア環境：オープンプラットフォームによる地域アーカイブ化支援を目指して

同予稿	2023-11-13
	80	[image: あいぞめ橋]	あいぞめ橋	「西行の戻り橋」とも言われている赤くて綺麗な橋で、湯川にかかっています。周りには木々が並んでいて川のせせらぎを感じることが出来るので夏には涼むことが出来そうです。（記事作成者が訪れたのは秋だったのでまた夏行きたいです。）


「西行の戻り橋」の由来は、以下のように伝えられています。

橋を通りかかった西行法師は、子どもたちがワラビをとっているところに出くわしました。そこで法師は「ワラビ」と「藁火」を掛けて、子どもたちに「ワラビ(藁火)をとって手を焼くな」と言います。すると子どもたちは「ヒノキ」(樹木の一種)と「火の木」を掛けて「ヒノキ(火の木)笠着て頭を焼くな」と返します。
このような機知に富んだ返しをする子どもたちに参った法師は橋を渡らずに戻ったということです。

なお、似た由来の「西	2023-11-08
	81	[image: いにしえの丘公園・下之郷古墳群]	いにしえの丘公園・下之郷古墳群	　長野県工科短期大学校の北、いにしえの丘公園にある古墳群。塚穴原第1号古墳と2号古墳がある。

　古墳時代、塩田地域に豪族がおり、それなりに栄えていたことがわかる。

　小高い丘にあり、周囲に川の流れている様子はない。現在残っているため池などはほとんどが江戸時代に造られたものであり、古代に水不足があったのか、どう対処していたのかについてはあまりわからない。	2023-11-07
	82	[image: 尾根川]	尾根川	　大学前～下之郷付近を流れる川。大学前駅の辺りで産川と合流する。

　周辺の土地と比べて低いところを流れているため、農業用水には使いにくそうだ。ポンプやパイプと思われるものはあり、農業用水に使う場合はそれらを通すのだろう。排水口のようなものは高い位置にあるため、排水の放出先にも使われるようだ。	2023-11-07
	83	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	84	[image: 上田城跡の桜]	上田城跡の桜	上田城は真田昌幸によって築城された城で、徳川軍の攻撃にもびくともしなかった難攻不落の城です。しかし、その後関ヶ原の戦いで徳川軍が勝利をあげた後、上田城は廃城も同然となってしまいました。その後に、仙石氏により上田城が1620年代に復興され、これがほとんど同じ形のまま今も残っています。上田城跡公園は、そのような歴史を今の視点から見ることができるという点でとても有意義なものです。訪れた時は桜が美しかったですが、城から見える四季折々の自然の移ろいが、戦いに挑む兵士たちを癒やし元気づけたのかなと、昔に想いを馳せました。	2023-10-26
	85	[image: 上田ならではの低い雲]	上田ならではの低い雲	朝7時台の千曲川沿い。普通雲は高く空に浮かんでいるものですが、雲が低くたれこめています。この辺りは標高が400メートル台。茨城県だったら筑波山の中腹とほぼ同じ高さ。標高が高いところに暮らしていることを実感しますネ！	2023-10-24
	86	[image: 花火を楽しむ会]	花火を楽しむ会	10月10日に上田道と川の駅で開催された「第4回花火を楽しむ会」に行った時の写真です。	2023-10-23
	87	[image: 2代松平忠愛と尼ヶ淵]	2代松平忠愛と尼ヶ淵	　上田城南側に切り立つ崖の下段には、横に長く敷き詰められた石垣がある。この石垣は、松平忠愛(ただざね)が築造したものだ。享保17年(1732)に大雨で増水した千曲川がこの崖面を大きく削ったため、護岸工事を行ったそうだ。（戌の満水）
　上田城南側の芝生広場を訪れた際に感じてほしいのは、江戸時代にはその地に広場はなく、尼が淵という千曲川の分流が流れていたということだ。そのため、崖面を見ることができている我々は貴重な体験をしている。そして、下段の石垣は強固に見えるが、敵が登ってくるのをを防ぐために築かれたのではないことも知ってほしい。
　二度の上田合戦や大坂の陣で名を轟かせた真田氏の居城であったからこそ、忠愛は、南櫓、西櫓を崩れささせたくなかったのだろうと私は思った。
　	2023-10-23
	88	[image: 2019年、台風19号／崩落した鉄橋と跡形もない河川敷の森]	2019年、台風19号／崩落した鉄橋と跡形もない河川敷の森	台風19号の大きな衝撃の一つは別所線の鉄橋の崩落です。2019/10/13、全国にも大きく報道されました。鉄橋は崩落したものの堤防は間一髪のところで崩壊を免れています。もしこれが崩落したら広大な川沿いの住宅地が浸水被害になるところでした。この画像はそれから数日後10/19の記録です。

ここで注目いただきたいことは河川敷にあった樹木の森が全く消滅していることです。数多くあった大きな樹木が根こそぎ流され、堤防や鉄橋に激しく衝突した結果、堤防と鉄橋の崩落をもたらしたのではないかと推察します（誰も崩落の要因を語る人はいませんが）。	2023-10-16
	89	[image: 2019年、台風19号／避難先の混乱]	2019年、台風19号／避難先の混乱	2019/10/12、台風19号、上田市では警戒レベル４となり避難指示が発令されました。問題は住まいが安全かどうか、避難先はどこかです。私は千曲川に近い低地に暮らしていることもあり、高台に移動した後、最寄りの避難先の一つ、泉田の防災センターに避難しました。

避難所は多くの場所が大勢の人々で大変だったと聞いています。泉田のこの施設は避難先としての周知が行き届いていなかったせいか、避難者が少なく済みました。市の職員の方が丁寧に就寝用マットを配られるなど対応されていました。

翌日深夜２時頃、よく寝付けず、スマホで見る情報を見ると千曲川の水位が徐々に低くなる状況を確認し、家に戻ることにしました。途中、川辺小学校の前を通過しました。校庭に避難した方々の車が多数停まっているのを目撃しました。

後から	2023-10-16
	90	[image: 2019年、台風19号／千曲川増水で橋桁に打ち付ける波]	2019年、台風19号／千曲川増水で橋桁に打ち付ける波	2019/10/12、22:00頃の千曲川の状況を記録した画像です。古舟橋の情景です。暗くて見えにくいですが、横に伸びる黒い帯が橋、その下に延びるやや白い帯が波です。危険水位まで水が上昇し川面が激しく波打って橋桁の下にぶつかっていました。周囲にはゴーッという川音が遠くからでも響いていました。

この個所は幸いにして越水や洪水の被害からはまぬがれました。その後まもなくそれぞれの橋は通行禁止になりました。私もこの後安全な高台に車で移動しました。	2023-10-16
	91	[image: 2019年、台風19号／上田で千曲川の越水発生]	2019年、台風19号／上田で千曲川の越水発生	2019/10/12、台風19号は大雨をもたらし特別警告が発令されましたが、より深刻な状況は千曲川の異常なほどの増水です。千曲川の上流で発生した豪雨により千曲川の水位が危険水位に達しました。国分では越水が起こり、住宅が浸水の被害に合いました。

当日直面した問題は状況の把握、行動の判断に必要な情報の取得の困難です。上田市役所のホームページは常時つながらない状況が続き全く役立たずでした。最も参考になったのはCATV(上田ケーブルビジョン)の地元に密着した情報、国土交通省の河川ライブカメラの映像です。20時過ぎ、国分は既に越水した状況がわかります。	2023-10-16
	92	[image: 信州シルクストーリー《千曲川流域編》]	信州シルクストーリー《千曲川流域編》	シルクロード長野ネットワークが「信州シルクロード」の観光資源、産業遺産を広く知っていただくために作成した冊子。物語を活用して信州シルクロードのより一層の観 光資源の意味付け、魅力ある観光地の創造を目指して作成した。

●内容（目次）
小諸　小諸のシルクストーリー
　　　小諸のシルクスポット　酢久商店、氷風穴
上田　上田のシルクストーリー
　　　上田のシルクスポット　信州大学繊維学部講堂、旧常田館製糸場
松代　松代のシルクストーリー
　　　松代のシルクスポット　旧横田家住宅、松代まち歩きセンター
須坂　須坂のシルクストーリー
　　　須坂のシルクスポット　須坂クラシック美術館、臥竜公園
温泉街にもシルクストーリー？　別所温泉
　別所温泉のシルクスポット　倉澤家蚕室、氷沢風穴
その他のシル	2023-10-16
	93	[image: 2005年の千曲川、洪水被害前の河川敷の森]	2005年の千曲川、洪水被害前の河川敷の森	2005/08/10の記録画像です。私が上田に移り住んだ最初の年が2005年。上田花火大会を見るのもこの時が初めてでした。花火大会が始まる前、川沿いの堤防に多くの市民がシートを敷いて花火が始まるのを待っています。暗い中撮影したのでカメラもややブレています。それはともかく、河川敷に豊かな森が広がっている状況にご注目ください。

2019/10/12、上田をはじめとし長野県の各地は台風19号により甚大な水害に見舞われました。最も衝撃的で象徴的だった被害が別所線鉄橋の崩落です。河川敷に森となっていたこれらの樹木は根こそぎ流され、跡形もなくなっていました。つ洪水の凄まじさを物語る災害でした。これらの画像、災害前の河川敷の状況の記録です。	2023-10-14
	94	[image: 蓼科高校「蓼科学」プレイバック]	蓼科高校「蓼科学」プレイバック	蓼科高校「蓼科学」の授業記録や高校生たちの学習成果であるアウトプットは主に以下の２つのサイトから公開しています。

★地域学習アーカイブ　蓼科学2015～2019を個別に蓄積。
★みんなでつくる蓼科学アーカイブ　蓼科学2020～2022の成果を蓄積。

蓼科高校の地域科目「蓼科学」は、長野大学と蓼科高校の高大連携講座として位置付けられ、長野大学が蓼科高校に出前講座を提供するという形で実施されてきました。私は2015年から2022年まで8年間にわたりその担当をしました。「蓼科学」はカリキュラムの見直しにより2022年度が最終年度となり現在は終了しています。

日頃、大学生とゼミや授業で接してはいますが、高校生と直接対峙する機会はなく、私にとっ	2023-10-10
	95	[image: 新「信州学」プレイバック]	新「信州学」プレイバック	画像は『わたしたちの信州学』表紙の一部を転載

▼新「信州学」推進事業(長野県教育委員会教学指導課)
https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/documents/19shinshugaku.pdf

阿部長野県知事が旗ふりして始めた地域学「信州学」推進事業です。その副読本も作られ、ネット公開されました。
▼eReading Books『わたしたちの信州学』
https://ereading.cs.nii.ac.jp/nagano/book/shinshugaku/1

長野県の県立高校全校で地域学を実践するという方向付けは望ましいことであった一方、いきなり「信州学」を実践しなさいという号令はそれぞれの学校にとって反応のしようがないものであったことは否めません。

「信州学」は地理学者の故・市川健夫先生(1927-2016)が生涯をかけ	2023-10-10
	96	[image: 竹中丈二／藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023]	竹中丈二／藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023	
竹中丈二(長野大学企業情報学部前川ゼミ)／ミニ発表「藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023」
2023/10/01　キモノマルシェ2023 in 信州上田「信州の蚕糸を知ろう」ブース（ゆたかや２階）	2023-10-10
	97	[image: 久保山遥／藤本蚕業社員日誌@キモノマルシェ2023]	久保山遥／藤本蚕業社員日誌@キモノマルシェ2023	
久保山遥(長野大学企業情報学部前川ゼミ)／ミニ発表「藤本蚕業社員日誌@キモノマルシェ2023」
2023/10/01　キモノマルシェ2023 in 信州上田「信州の蚕糸を知ろう」ブース（ゆたかや２階）	2023-10-10
	98	[image: 前川道博／信州シルクロード@キモノマルシェ2023]	前川道博／信州シルクロード@キモノマルシェ2023	
前川道博(長野大学教授)／ミニ発表「信州シルクロード」
2023/10/01　キモノマルシェ2023 in 信州上田「信州の蚕糸を知ろう」ブース（ゆたかや２階）	2023-10-10
	99	[image: めずらしい美ヶ原の逆さ霧]	めずらしい美ヶ原の逆さ霧	上田地域で「逆さ霧」は千曲川の北側の山々の峰に時折り発生します。他の山々で発生する逆さ霧は見たことがありません。

10/4の正午過ぎ、美ヶ原の峰から逆さ霧が降りている現象を目撃しました。これは非常にめずらしい。美ヶ原の西側の松本市側がどのような気象だったのかを確認するのを忘れました。こういう現象が起きるのですね。	2023-10-07
	100	[image: 蚕都上田マップ２【上小地域】]	蚕都上田マップ２【上小地域】	「上小(じょうしょう)」は上田小県の略称です。当初の上田市はエリアが小さく「蚕都上田」は「上田小県」を意味していました。「塩尻地区」「塩田地区」「旧丸子町」などが該当します。
	蚕都上田マップ２【上小地域】を見る




小県(ちいさがた)は蚕都上田を支える後背地域であった。千曲川沿岸では養蚕とともに蚕種製造業が発達した。丸子町は岡谷、須坂と並ぶ製糸都市に成長した。
（マップ解説文から編集）

基図『小県郡及上田市地図』(信濃教育会小県上田部会, 1930年)
制作　蚕都上田プロジェクトマップ部会
発行日　2010年3月31日	2023-10-05
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